こども 支援困難な発達障害児に対する多機関連携支援事例 : 社会・生活モデル支援の核としての福祉支援 (社大福祉フォーラム2015報告) -- (各分科会からの報告) by 大曽根 邦彦
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を掛けずに ( 行動修正を求めずに ) 一息見守って
ください」といった助言を行う。
　集団活動逸脱なく学校生活に適応。


















































































































注 ) ADHD 評価尺度日本語版 ( 学校用 ) を用いて
担任保育士・担任教諭に評価を依頼した。
評価項目は 18 項目で各項目 0 ～ 3 点で総得
点 54 点。特性が強いほど得点は高くなる。
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